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揺,現在の債務危磯と合わせて,主権借入国家 (sovereign borrowers) によ
る広範な債務危椀の4つの時期が1800年以降確認されえる7)′｡
これらの危機のうち最初のものは1820年後半に該当する｡この時期,ギリシ
























































52 (364) 第142巻 第4号
第 1表 長期波動と主権借入国家の国際債務危機に由する年表
コンドラチェフの波
1 2 3 4
上 昇 局 面 1782-1825年 1845-1872年 ｢1892-1913年 1848-1973年
1920-1929年
下 降 局 面 1825-1845年 1872-1892年 1929-19肇年 1 973- ･-･･
国 際 債 務 危 枚 182611842年 1875-1882年 1932-1939年 1982- --
中断された債務返 25-30 20-25 ｣ー約35 約40















崩壊 されて きていない とい うことも想起 され なければならない10)0
では,以上述べた世界債務危横の3つの構造的特徴, とりわけ本稿が課題 と
している最初の2つの構造的特徴は どのように して生 じるのであろうか｡ プフ
ィスターらによれば, これは国際金融 システ与の働 きをコン ドラチ ェフの波の
プ ロセス と関連づけることによって うま く説明され る｡そ こで以下, この点に
ついての彼 らの見解 をみてい くことにす るが, その前に, この点 をよ りよく理
解す るための前段の作業 として,世界 システムの中心 (core)と周辺 (periph-
ery)が どのようにコン ドラチ ェフの波 に統合 され るのか, そのプロセス に つ





























新 (socialinnovations),国内的 ･国際的不平等, 社会的紛争や不安,そして
ll) VanDuijn･(1983),TheLongWaveinEconomicLife,Alen&Unwin.


















































































































コンドラチェフの波 I向けての生産の増大 l 世界益友の減少あるいは停滞: ド
世界債務循環 中心と周辺の金融関係は, 債権国と債務国の債務問題 中心から周辺へ向けての資 第三世界諸国における低い
宗警禦 芸子つて潮 害芸は依然として基幹部門 ≡…芸芸…≡}:が受けて霊 芸芸芸芸をロJ,小 /ー金融資産の低収益が基礎的 における生産にとって非魅 政治的 .経済的制約による するや要性の増大
技術革新を促進する 力的である､l 非効率的な金融資源の配分 第三品 諸国に由 る債務,
中心から周辺へ向けてのゆ 返済難の増大













































































































































































































銀行は,信用の供与に当って,信用格付け (creditrationing) と信用の シー













66 (378) 第142巻 第4号







































































































































70 (382) 第142巻 第4号 ノ
ような意味で,筆者は,彼らの研究は今後の対外債務問題の研究 (とくに理論
面における)に貴重な一石を投じたと言っているので奉る｡
なお本稿では,紙数の関係上 プフィスターらが取り組んだもう1つの重要
な課題,すなわち, ｢現在の債務危機は,以前のそれと比較して,危機的水準
は非常に高くなってきてし､るにもかかわらず,危機が勃発にまで到っていない
のはなぜか｣という重要かつ魅力的テーマについての彼らの見解を紹介するこ
とができなかった｡この問題に関する彼らの見解については,別の機会に改め
て取り上げる所存である｡
(1989年1月9日脱稿)
